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　松山市コミュニティセンターで審査会が行わ
れ、本市からは宇和島東高校商業科と道の駅み
まがＣＭを制作し、ふるさと自慢を30秒で表し
ました。審査会の結果、道の駅みまが制作した
「うまいみま米」が市長会賞を受賞しました。各
団体が制作したＣＭは、eatホームページで公開
されるほか、４月以降のeat番組内および県外の
一部地域で放送されます。

eatふるさとＣＭ大賞えひめ'20

２月16日㈰

　安全な登下校や公共交通機関に慣れ親しんでもらうことを
目的に、鶴島小学校で「バスの乗り方教室」を実施しました。
鶴島小学校２年生と小池保育園年長児が参加し、バスの乗り
方や乗降時の危険性を学びました。
　子どもたちは、バスの影から対向車が出てくる様子や内輪
差による影響について、実際の車両を使ってバス周辺での危
険性を体験しました。

バスの乗り方教室

２月10日㈪

　生産量13年連続日本一の真珠産地として、真
珠に関する関連製品や観光サービスを「ふるさと
名物」として宣言しました。これにより、地域資
源活用事業計画にかかる補助金の優先採択や販
路開拓支援が受けられるなど、地域の事業者と
連携した地域ブランドの育成・強化が期待され
ます。

日本一の真珠産地
ふるさと名物応援宣言

２月28日㈮

　市内の小中学校17校がエントリーし、各学校の自慢を約３
分間のＣＭにまとめました。南予文化会館で行われた審査会
では、制作したＣＭの上映や制作秘話などが紹介され、城東
中学校が２年連続でグランプリを受賞しました。
【準グランプリ】高光小学校
【ＵＣＡＴ賞】三浦小学校、二名小学校
【ベスト「頑張り」賞】宇和津小学校
【ベスト「取り組み」賞】遊子小学校
【ベスト「アイデア」賞】三間中学校

第２回うわじま学校自慢ＣＭ大賞

２月22日㈯

まちのわだい


